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生殖補助技術の進歩によって多くの受精卵が作成され、多くの牛が誕生しています。その一方で、体外での胚生産
では感染症のリスクも大きな課題となっています。今回は牛の胚生産、とくにIVM時の卵子と牛で問題となっている
BVDVの影響について調べた報告になります

雌生殖器におけるメインの器官はほとんどがBVDVに感染します。卵子を囲う透明帯は感染から卵子を防御する

と言われますが、その一方で病原体を媒介するとも言われています。この研究では牛卵子の体外成熟培養
（IVM）において、BVDVが卵子に感染する能力を評価しました。

材料と方法

屠場卵巣より
COCsの回収

成熟培養
（24h,38.5℃,5％CO2）

Ncp‐BVDV感作あり

Ncp‐BVDV感作なし
（コントロール）

洗浄×5
（Hepes‐SOF）

酵素処理
（Hyaluronidase）

①卵丘細胞 ②卵子
（透明帯あり）

酵素処理
（Pronase）

③卵子
（透明帯なし） 洗浄×5

（Hepes‐SOF）
④洗浄液

①～④をMDBK細胞と共培養→細胞を3回継代→ウイルス検出（蛍光抗体＆rT‐PCR）

結果 ウイルス感作群 コントロール群

サンプル
ウイルス検出
（蛍光抗体）

rT-PCR
ウイルス検出
（蛍光抗体）

rT-PCR

①卵丘細胞 + + - -

②卵子（透明帯あり） + + - -

③卵子（透明帯なし） + + - -

④洗浄液 - - - -

結果よりIVM時にBVDVに感作させた場合、透明帯を通過して卵子へBVDVが感染していることが明らかとなりまし
た。透明帯をBVDVが通過するか否かは意見の割れるところであったようですが、少なくともIVM時で今回のBVDV
株（1b型）では透明帯を通過しているようです。

体外での胚の製造が技術の進歩とともに拡大していますが、培養に使用する卵子や細胞などにおけるウイルス
の有無などの確認が不十分であると、BVDVなどの感染症を広める可能性がありそうです。
とくに母牛がわからない卵子を使用した体外胚の製造は慎重におこなう必要がありそうです。
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